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はじめに 

 

本市では、平成 27（2015）年度に「第１期北九州市まち・ひと・しごと創生

総合戦略」を策定し、「女性と若者の定着などにより社会動態をプラスにしてい

き、地方創生の『成功モデル都市』を目指す」という基本方針のもと、同年度か

ら令和元年度の５か年にかけて、「オール北九州」の力を結集して、多岐にわた

る地方創生の取組を進めてきました。 

これまでの間、北九州スタジアムが完成し、サッカーをはじめ多くのスポーツ

イベントが開催されました。特に、ラグビーワールドカップ 2019 日本大会にお

けるウェールズ代表チームの公開練習での盛り上がりは、記憶に新しいところ

です。また、音楽イベントも開催され、北九州スタジアムのポテンシャルの高さ

を実感しました。 

さらに、多くの若者が集まるファッションショーの開催、映画・テレビのロケ

誘致、シニア世代の住みやすさや子育て環境でのランキングでの高い評価など、

「北九州市」を様々な場面で感じることが多くなりました。 

地方創生の取組を開始し、まちのにぎわいづくりや住みよいまちづくりの推

進に加え、地元就職の促進や定住・移住関連の取組、企業誘致などに取り組んだ

ことにより、社会動態は改善傾向にありますが、いまだ転出超過となっており、

特に若者の定着は課題であります。 

 そのため、地方創生の取組をさらに推進することで、本市の社会動態をプラス

にするべく、この度、第２期（令和２（2020）年度～令和６（2024）年度）の   

総合戦略を策定しました。 

 第２期総合戦略の策定にあたっては、第１期の取組を振り返りつつ、本市の 

人口動態の現状、まちの変化、社会情勢等を踏まえ、時流に沿った内容にするこ

とを心掛けました。 

 本市が実施したアンケートによると、若者が就職先を選ぶにあたっては、 

「給料」や「福利厚生」に加え、「ワークライフバランス」などを重視する傾向

にあることから、若者の定着に向けて、それぞれがその役割を認識し、何ができ

るのかを考えるきっかけとなれば幸いです。 

 自分のまちに「誇り」を持ち、誰もが「住みたい」と感じるまち、そんな   

「北九州市」になることを目指して、第２期の地方創生に市民の皆様とともに 

取り組んでまいります。 
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